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連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

2026年３月25日に公表した2026年５月期通期連結業績予想と、本日公表の実績値に差異が生じましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2026年５月期通期連結業績予想と実績値との差異（2025年４月１日～2026年５月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想( A ) 

百万円 

427 

百万円 

△15 

百万円 

△17 

百万円 

△16 

 円 銭 

△61.21 

実 績 値 ( B ) 411 △22 △23 △12 △46.12 

増 減 額 ( B - A ) △15 △6 △5 4  

増 減 率 ( ％ ) △3.6 - - -  

（注）2026年５月期は決算期変更の経過期間となるため、前回発表予想及び実績値は、2025年４月１日から2026年５月31

日までの14か月間の連結業績の数値となります。 

 

２．差異が生じた理由 

当連結会計年度の売上高は、連結子会社の株式会社モスデザイン研究所を含め、進捗率の遅れにより計上が翌

期にずれこんだ案件があったほか、受注の確度が高いと見込んでいた一部案件が不成約となったことから、411

百万円と、前回発表予想を15百万円下回りました。当該案件において見込んでいた制作外注費等も減少しました

が、減収の影響が大きく、営業利益が前回予想を６百万円下回る△22百万円、経常利益が同５百万円下回る△23

百万円となりました。一方、今後の業績見通し等を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討した結果、

当連結会計年度末において11百万円の繰延税金資産を計上したことに伴い、法人税等調整額（益）９百万円を計

上しております。このため、親会社株主に帰属する当期純利益は前回発表予想を４百万円上回る△12百万円とな

りました。 

 
以 上 


